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長寿秘法 （数百年の巨樹 ）とは自然の stressを防衛し，治癒する乙と にある。人聞には
Fightingのない社会環境をつくる ζ とにある。
成人病癌研究センター（大阪）の部長さんが、近年全国の癌患者の統計数字から、胃癌
患者が，治癒の施術嫌いで， l？年辛抱者が数十人lζ及び，また胃癌の切開施術をうけても，
切とり洩れの癌が，数年後lと完全lζ治癒した患者48例をみた。乳癌にあっては，同様l乙40
例をみていることから， 人聞には自然治癒力 （免疫抗体による ）を証明する。
公害病，成人病などの病毒がpolyamineであり， マウス群を一箱内で飼育すれば，互い
にFighting で育つこと，その stressによって Amineが体内蓄積すること周知されている。
大阪大学 （豊中） の永井，片山 らは， Liq・ sq中の Aminesから， Electronの遷移がCati一
個 S におこることを認め，つぎのよう flAmines病毒の種類により，異なること I個 ization
potentialでみているo 九 q司Mも……8.7 1, ( C¥i時＼NH・…・7.25,Cg司N…・9.32, 
(C6耳＼N…・・6.86。
｜佃sc.e- 佃 s I 
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ン席閣のαちとの聞にみる活性化エネルギー乙そ電導性高分子材料の特徴であること ，
Mizoguchi, Suz由iが報告した。Yamaguchi,IrieらのMethylenecyclo propanの；Radiolysis
で生成したPrimethyleneetha且の強大なElectro-Paramagnetic Resonance乙そ活性化の起電
力でもめる。 Sakataらは，AromaticDiaminesでカチオンRadicals聞の ChargB転移作用
での紫外吸収帯大値のエネルギーいけをAbsor凶nceでみた。
Polyamines ( AntigBn ，公害Methyl polyamines ）は人間でソ心の stressの生因である。この
Amines l乙抵抗し結合する乙とで，Antigen -antibody Complex となる免疫抗体力価は，
人の血統により 差異がある。植物でも， 小麦の種類iζ錆病 lζ強いものと，~雪し、も のと区別
される。公害病，成人病が， Antigenなる Aminesk抵抗するPolyuron酸 （昆布粘液 ），
Mannouron酸，Polyuridine酸， Polycytidine酸（ Nucleotid）なるAntibo命と反応結合するこ
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とで， Electron遷移がめらわれる。 Immunoantibody力価とは， Antigen proもein(Amines) 
により， 差異を Antibodyとの反応量iとみられ， 血清中 Immunoantibodyを増加するために，
下等生物体にみる Interferon様成分を供与する必要を知る 。 田所は公害病毒，成人病毒へ
の抵抗力を増大するため，下等生物〔アワビ，ハマグリ，ウニなど 〕分泌の Interferon称
自然治癒力める粘液を，公害病，腹水癌マウスに供与することで病勢を抑制することに成
功した。全力をMukherji,Hirshautらは， Sarcomas中82-Antigen （病毒 ）に抵抗する
（抑制）免疫抗体力価は， Familykより， 54:20との差異をみた。この際のA凶 igen I乙
は 6 H)tlroxydo戸minであったと述べた。
Amines 類の体内lζ増加するのは，龍内lζ数匹のマウスを飼育し，相互がFightingを始
めると頭脳内に stre闘を感じて， Caもecholamineを蓄積すると Henheyが報告した。 Uhro-
nic Attackkm は，膜酵素（ Cortexの端にみる）加1で 39.7±0. 49～654±0. 93にも昇ると
述べた。また北大病院第三内科で 1800人の胃潰蕩患者中， 43予ぢが（ stress保持者）停年
退職者で，退職後再就職したものでは 2 僅i乙13%に過ぎf.J:い無 stress者多い。同時に血管
結束時間の長さに比例して ChromicAt tack因子の Ami聞が増加し胃潰療を増したのを認
めた。同様に Brimijoinsも血管結束時聞に比例して，人脳神経中Doi:町nine一β－Hydroxy-
laseの増大を証明した。 BingもまたHypoxia（低酸素血症 ）にみるMuscle（心筋） の
Acidosisの影響であら われるとい う。しかも Amineによって制御されるNucleotides（脳 ）
の帯同する β－glue町onidaseでめること Ignardoが報じた。乙れは同時lζ有機酸の量によ って
制御されることを示すもので， Amireのイオン化はつぎの様に異る。 Tyramine・・・ 10 0±3. 9, 
Aceもylcholine…・・・191土14,Aceもylβ－methylcholine・…・7 2± 14, と后者のイオ ン化阻害に
大きい。かかるイオ ン化の消長はElectronmicroscopic Demom佐川ionkより測られると
Gablickがし、う。
公害となる DD Tもまた知1ineと同じ影響を与える こと体質にみたと Gablickが述べた。
Polyribosomeとは， Mucopolysaccharidosisの生因なる膜酵素， すなわち I田 n旧瑚且tibody
のN'-Acetyl /J-hexaminidaseや， /J-g lucuronidaseや， L-galactsidaseや， Neuramiー
nidaseなどImm皿 ity関与の膜酵素活性化は， Polyacrylamideの存在で変移する乙と Kent
L- 0. 017 が報告した。 Activity:-N-Acetyl一β－he.xaminidase ・ ・ ・ ・ 7.1 7, /J-g alactosidase 0. 12 7’ 
β－Galacuroni必se・一….0. 6 9，更にRowleyの説明のように， Cuと同様にTriethylenar「
ine による Absorption( photoxygenation) D+ .... 02ととよる Electrondonorとも作用めること
をTsoo omuraらが証明した。 ( H, Tsubomura : -Bull, chem, soc ( J aJ:E,n ) 46. 3 0 5〔1973)
膜酵素 Irrmun棚 tigenantioody compl目分子構造内K，これらAmine類を捕捉する力のあ
るPeptide体がある。Antibodyなる proto構造と CollagenIとも相似するMembran構造にあ
ること Cherrも述べた。
大内，山本らは酢酸銅エチレ ンジ アミン錯体によるビニJレモノマーの平均一重合を報告
し， またメタ クリル酸メチルの均一重合 も報告したO Haravyは健康体 SerumがMyosin
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S戸1thesesを促進するが，その破壊と防止も同時に行う。しかるにUatecholaminesの存在iと
より，血清中タンパク生長（造成 ）が異状を呈し， AdenosineTriphos世iateA ctivi 1y の増
減をみる。かかる Amines影響は Irnmunoantigenantibo命 Complex の構造に変化を与える
と考える。すなわち，G.P Smith の述~、るように， Immunoglobul in -Kap戸 chainのs.s
結合部にみるDiethylamine -Sulphide （句rstamire）の関与するものであろう。又Asaharaら
はN-Chloral 】＼｝＇famineslとよりおこるEthylenのTelemerizationで， Feや Cu kよってお
こると同様でゐると述べた。 Cu- proteinがWilsonDiseaseの原因であること Irwinが証
明したよう に， Amiresの重合による公害病の原因とほると推測する。そのようにAmires 
類がAntigenとして ImmunoResponsesを抑制するO BatchはGlycoprotc ideなる分子構造は
Lipid構造を連結しているともいう。
〔Lipid 〕－G lycoproteide -protein一〔 Lioid〕を血球膜酵素にみると Bretches も述べ
た。而 もGlycoprote ideは主に膜外面にAntigenk働 く10%内外の Carbohydrateを含 む。そ
の分子内のExci1ying末端にはCOOHーがある。また白血球膜では Tektinとよぶ 220,00 0～ 
240,000分子量の加水Hydro阪わicぽ80%アルコール可溶性Glycoprote idをもみた。 ついで
Glycol i pidsをもみている。田所がウ ニ，ヒトデ Seacucumberの膜酵素タ ンパクはGlyco-
1 ipids proteidである。大豆粘液な る膜酵素タ ンパク（醗酵で生ずる）IC L -Arabinore , 
D-Xyloseの 6%結合するものRibose,Galactose, Glucose, Rhamnose，の 7～21必を結合する
もの吾， Ca伊 1が味噌醤油（醗酵物 ）Iと発見した。さらにウマミ（昧噌溜醤油） Miracu-
lin,Mα1ellin, Thanmatin T£ どの味覚刺戟成分の活性化Polar d冶rgeなどを発見測定した。
しか もウ マミ 蛋白 （ぺプチ ード） のアミ ノ酸に起因する という。Miraculin が大豆皮膜の
細胞質と結合していて分子ア ミノ 酸のPolatitykよって味覚を刺戟する。この polarityと
はPolypepteidがmonok解離することで出現し， Mendelsonらのい うアルコ ール飲用者の血
清中免疫体Lipoproteinを増大するほどその polarityを損失し，血圧（ 高血圧）上昇を呼ぶ
原因とな ること をGaorasが述べた。
これに反し Glycoproteidは血圧低下にはた らき血清中の免疫抗体ととも にpolarity（血液
蛋白 ）を高むること を報告 した。 （G lycoproteid利用には）田所は，日本医師の白米飯を
味噌，醤油（ 食塩 ）で過量にとるため， 中年高血圧症を増加し脳卒中で短命を道程とする
と述べる。田房Tは脱塩味噌， 醤油を摂取するな らば血圧低下で免疫抗体増加と同様（ 菊花
フラボノ イド酒飲用 ）長命者を増すであろう。血圧高めるのは赤血球凝集傾向によ るので
あり，血圧低下は凝集の抑制で行われる。MaedaがKI液を血液lζ投入し濃度を高めると，
赤血球HaemoglobinのMonomerへの解離を増加すると述べた。この公害毒なるMethylHg 
Haemoglobin Polymerを免疫抗体（ I nterferon様成分 ）と KI液とによ りMα10mer k変移
せしめ，賢臓細胞膜を通過尿に排他せ しめる方法を，田所は腹水癌マウス に実施して癌の
抑制治癒に成功している。 イオン化解離は生体赤血球，白血球膜酵素Cytochrome oxidase 
共合Monoamine oxiclase によ るCytochrome basisの 悼otox:idationとしてElectrondonors の
24 田所：健康増進のための生化学的研究
働きをすること Vermegl iensが述べた。 これが赤血球，白血球細胞膜内で行われること，
Fluorescent chromo!)1ore iとより表示されること V釦deskoohlが述べた。膜酵素活性化（ 免
疫抗体や Interferon）のElectrophoretic変化Fluorescentで，甲状腺膜酵素 lod・ protein活
性化液で Smedsが証明した。田所の膜酵素（血球，魚貝，ウニ，ヒトデ，菊花） Immun-
oo.ntib吋ん Interferon類似成分， 花弁フラボノイ ドなどの活性化， すほわち解離による馬q
Electron affinityこそ， 公害病毒，成人病毒を解消する 自然治癒力と信ずる。
Antigen -anti同共有結合の水和電子山が生成し，イオ ン化問 める。 4.2H2 O= 
4.7 eq, 2.7Ha/ 2.70H.0.6H.0.45などである。それをイオ ンイじするためのエネルギー30.5仰
ともいう。タンパク質へのイオン性Li伊国結合を測定するには，選抗透過膜を通しての起
電力を測定する。乙の起電力とはAcetyl sali匂rlicAcid T~ どの鎮痛効果，関節炎への効果，
抗肉芽腫作用効果と同一である赤血球遺惇子DNA,RNA蛋白結合する免疫抗体に 電気帯
と同様でもある。また自然治癒力とほるAntigenantib叫r中OH基の定量を16F,NMRで
つぎのように行った測定数がFloydによ って報告された。 OH%・・・・・ポ リエチレン，グリ
コール…… 17.40，ポリプロピレングリコール…・・・3.48，芽香族ポ リエチレン・・・… 38，芽
香族エステルレジン・・・… 8.20 と増大する。
Prototrercaの種類の決定に Immmofl uolescenceを使用した Sudmenceの報告めり，人間種
族iとより Immunofluolescenceの異ることがわかる。 その癌抵抗の強弱を決定する ものに
lipid蛋白の関与するこ と， Trar加が大腸菌の膜酵素研究で証明した。またRonilderが肝
臓の分泌する Lipoproteinが病気に関与することをみた。 WillsonがAntihistamines による
fluolescenceが pH異変（ Neuramin酸）の酸影響であり，田所がウニの Immuno chemical 
pro戸rtiesが lipidlとより大きく強化されるの も，酸性蛋白（ po licytidine, polyuridine ) 
のアワビでみるものより強大である乙と をみている。 而も膜酵素のprocallagen（子牛軟骨
粘液）による Immunochem.pro戸rtiesが変ることWiclsらが発表した。これが目的の鮭頭軟
骨（ procola抑）粘液の Immunochemical oro~rties を利用し，鮭頭みそ，チーズ粕汁を飲
用することで Immunity強化lζ利用した。
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( 2 ）公害防衛力や自然治癒力価のCa2十による増強
(2) S trengthenir忘 thePower of Resistance to Public Nuisance Diseases 
制 NaturalTherapmtic P側 rbyCa2: 
胃液消化酵素（タンパク）の活性化がCa刊とよ って強化せられること周知であ る。腸表
面膜（細胞）の electricalactivityがCa2＋結合するAcetylcholinの影響をうけること Har-
decastrらが報告する。 Seimiyaらはpho s p hoLipids membraneのイ オン構造と Caz+との結
合による変化を報告した。すなわち，後述にみる earl同写lateanion構造と結合する乙とに由
来する。 VisserらはAzotobacter visのCa叫に対する Permicability(膜 ）を述べた。その
Caz+.がPHを変異する乙とで納豆タンパク粘度とともにOxidative phoshorylation in Azotoba-
cterも変化し，同時に膜酵素 （I nterferonや免疫抗体，自然治癒力）の fluoles仰 e・ceを変化
する ζ とHenningsが報告する。 而 も田所は Interferon, Im皿 unoantibodyのfluorescence の変
化が公害防衛力や自然治癒力の力価変異と証明した。海草， コンブ粘液（ monouron酸ポリ
マー ）膜酵素 polysaccharide systemsの構造変異でAgarose,Carrageen,Galactomannan （コ
ンブ）である乙とMckinonらも述べた。田所はコンブ粘液，初乳免疫体 （Immunoantibody) 
などの公害防衛，自然治癒力を腹水癌マウスで確認している。 Ca2＋の効果は Immunobo-
dyの lightchain iとある BenceJones protein乙そ，これと結合する酸タンパク質であろ う。
陽イオンの新膜型酵素Selectivesilveriodide membrane electro deの選択する Cyanide量lとよ
り強弱が出現する乙 とEvansらが報告した。公害， 防衛，自然治癒力のCaz+選択量は，
S ial i c A ( N euram in酸 〕Uron酸ポ リマー量の多少によ り強弱があらわれる乙と Demanら
が膜酵素の粘度を左右する Caz+結合量で、証明した。かかる現象は Leseneyらが lmmunoche-
mistry の問題でRobiniapolendo acaciaのphytochema gg latine k対して白血球Eryth
yocyte preciptor siteの性質であらわれる乙とを述べたので理解される。
Erythrocyte R伺 sptorをWata血heらの Carbo.xylic AcidsのIonization potentialで解明した
い。Watanabeらは spectroscopy( Ultra absoption ）による Carboxylici主cidsのIonization
potentialを（ Caぬo:xylgroupのOeqlone pairから Ionization ）研究して， これに相応する
Cation ( Ca叫）の ener宮yを測定した。また多量に牛乳を飲用するものは乳中の（血清）自
然治癒（免疫抗体 ）の強大なることは Caseinと結合するCaz+供 給 量の大き い乙と に原
因する。 九十歳翁の田所は毎日昆布と 1/ 5 1 dのチーズを茶で食用とし，また海草と豆閣
の味噌汁を毎朝飲用し健康管理lと精進している。
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( 3 ) lmmunoactivity (Interferon効果）の高低を
左右する血清中のCholesterol
(3) Cholestrol in Serum Conditioning Immunoactivity 
( Effects of Interferon ) 
lmmunoactivityの高い血清中のCholesterol共合糖タンバクの構造による乙と Kuritaらが
報告した。 Lipo proteinのActivityk近似する lmmunologicalCross ReactiviげにおいてFaド
tyacidの物理性が大きく影響すること Gesnerらが述べた ζ とと一致する。 Procollagenの
Immunology にあって Antib吋rの発育を快定する成分は前述のRadicalから考えさせられるo
Westplalらは steroidpro臼in聞の反応にあってみる pr唖gest同 neの人間血清タンバク （アルブ
ミン）の polymersと結合すると証明した。血清中の守ンパクの変性をうながすは Oholeste-
rolである乙とを知ると述べた。さらにこの lmmunochemicalpropertiesの変移は大きく lipo
proteins による乙と Gottoらが述べた。 Immuno・chemieal activityとはAntibodyComplexで、つ
くる lmmunolog ical propertiesであるがHirataらはHepttitiesB, Virus Antigen kより起る
Hemagg lutination だという。乙れを阻止する Antibodyである血清タンパク Colagenの構造
は procollagen→Collagenと成長する変移でかわるのだとLichtei郎防inが述べた。
腹水癌マウスで，コンフA粘液の初乳精 lmmunoantib吋r 粘液と同様な癌抑制の化学機構を
有す。乙のコ ンフ‘粘液の化学機構は， 高血圧にみる赤血球凝集現象を解消するのも Alginate
-L iのESR による。
野沢，鈴木，東出らはAlginate-Na液のEs Rスペク トルを次のように解明した。 r線
昭射で生ずるEs Rスペクトル測定で，アルギン酸ナトリウムは一重線／／ゾ が観測さ
H _, 
れ，これをBailyはglucoseradical 0-0H によるCとC及びH聞の切断によると述べた。
(6) 
0(6lHOH 
-C(6）一O一 O H とな るというから，アルギン酸の場合では，九里，上回の との結合切(6) 
H COOH 
断で I を生成すると解明している。かかる変化の起る OHF 出現
-0(6)-0一
で，甘利，申村がアルギン酸ナ トリ ウム粘液の動的粘弾性の研究で， （九o～九九） ／0 の
変化のみられるのは電離密度の変化に由来すると述べた。
Interferon様粘液， Immuno組 tibody粘液におけるOHーの増成によ るAntigen( Inter -
feronでは， VirusRNAの毒と結合してAntigenなる Polyamin毒作用を阻止する。
Marchesiteらは， Li -di iod s alycylate液が， コンフ’粘液のLid iodate tyrosylalg inate 
と同様で， 人間赤血球膜の glycoproteinのBlood group activityとも同一で舌癌を抑制す
のも C、＝＿O のOH一存在によると述べた。I -v-L 1 
／＼、－OH
1 J-1 
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( 4 ）鮭脳，軟骨，皮，鯨，自然食と，魚脳電極と
その＋－Potential
(4) SalmonBrain, Cartilage,SkinandGills加 NaturalFood一 Fish
Brain Electr吋eand its +-Potential 
両楼動物Amphibiansの脳と同様に，魚属脳内のPotentialをCohenは次のように報告
した。魚属前脳申の嘆覚感応に対して， Electro physiolag ical測定が行なえたこ とを述べ，
乙の際に Amplifierも使用されて，脳の半面IC:P otentialの呼起しうることをみている。し
かもこれがElectro negative （一） Potentialであって、 15 0～200m vの振幅 Amplitude
であった。又乙れがnegativity（ー 〕apprax:imately R. 3 mmでCandal hemispheric Pole電
極からである。またRostal電極からは positive( + ）で 4mmを測定された。
（以上かかる ElectroPotential energy を大陽光線からわれわれが求められるよ うに，
食物の魚脳から求められることを解明している。）
文 献
D, H, Cohen : -Am, Ass Adv, Sci, 182. 492 ( 1973 ) 
